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文 事 査 結 果 の 要 旨
本研究は､進行 した肝硬変に合併した肝細胞癌(HCC)に対するラジオ波
焼灼療法(RFA)の有用性につき検討したものである｡
child-Pugh(C-P)スコアB/CのHCC合併肝硬変 66例を対象として､患
者背景､RFAの合併症､肝予備能の変化､腫虜マーカーの推移について検
討 した｡C･PB55例､C･PCIO例で､1年生存率はそれぞれ 82%,83%､3
年生存率は47%,31%であった｡RFA前後において､血清ビリルビン､ア
ルブミン､プロトロンビン時間､腹水､脳症には変化が認められなかった
が､C･PCの患者において､6M後にビリルビンの有意な上昇を認めた｡血
胸と食道静脈癌破裂を2例に罷めたが､肝予備能低下に関する合併症は認
めなかった｡
本研究は C-PB/Cの肝予備能が低下している患者においても､HCCに
対して RFA治療を行える可能性を示したものである｡
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
